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以上で，長期旅行の傾向がみられる。䐟 䝗䜲䝒ᅜෆ(䞂䜯䞊䝺䞁䝗䝹䝣) 䐩 䜸䞊䝇䝖䝸䜰
䐠 䝇䜲䝇 䐪 䜸䞊䝇䝖䝸䜰
䐡 䜰䝯䝸䜹 䐫 䜲䝷䞁
䐢 䜲䝍䝸䜰 䐬 䝗䜲䝒(䜻䞊䝹)
䐣 䝗䜲䝒ᅜෆ 䐭 䝗䜲䝒ᅜෆ
䐤 䝇䜴䜵䞊䝕䞁 䐮 䜰䝯䝸䜹(䜰䝸䝌䝘ᕞ)
䐥 ୰ᅜ 䐯 䜰䝯䝸䜹(䝆䜵䝛䝅䞊ᕞ)
䐦 䝗䜲䝒ᅜෆ 䐰 䝇䝨䜲䞁























20 ⾜䛳䛶䛺䛔䚹 30 ↓ᅇ⟅
21 䝻䞁䝗䞁䚸䝤䝸䝑䝉䝹䚸䜿䝹䞁 31 ↓ᅇ⟅
22 䝥䝷䝝 32 ↓ᅇ⟅
23 ⾜䛳䛶䛺䛔䚹 33↓ᅇ⟅
24 ⾜䛳䛶䛺䛔 34 ⾜䛳䛶䛔䛺䛔
25 䝣䝷䞁䝇 35 ⾜䛳䛶䛔䛺䛔
26 ⾜䛳䛶䛺䛔 36 ↓ᅇ⟅
27 ↓ᅇ⟅ 37 ⾜䛳䛶䛔䛺䛔

































































































そ し て‘Did you go anywhere before you came 
here?’の発音が聞き取ってもらえず無回答という
結果が目立った。われわれ日本人が発音しにくい
単語が含まれていたことも要因ではあると思う
が，文法や言い回しが伝わりにくい現地の人に慣
れ親しんでない言葉であったことも考えられる。
　インタビュー調査の結果は「美しい街である」
という回答が10件（50.0％）あった。ハンブルク
の倉庫街は世界遺産にも登録された地である。ま
たインタビュー調査を実施した「エルプフィル
ハーモニー」も今年竣工した。そのことは回答に
反映されていると考える。
（櫻井美紅）
（4）２回の調査の比較考察
　ここでは，２つのインタビュー調査比較考察を
行う。まずどこから訪問したかについて，両地域
合わせて51.3％（39件中20件）がドイツ国内から
訪問している。そのうち，リューディスハイムは，
19件中６件（31.6％），ハンブルクは20件中14件
（70.0％）となっている。リューディスハイムの
ほうが他国からの訪問者が多いことが分かる。そ
の理由は，ハンブルクは夕刻に調査を行ったため，
既に観光客がホテルに戻るか，別の場所に移動し，
逆に地元住民などが散歩に訪れていた可能性があ
る。このバイアスを踏まえて以下特徴を指摘して
いく。
　まず，滞在日数について便宜的に当地を含めて
「１週間以上」の旅を基準に分けると，リューディ
スハイムは13件，ハンブルクは１件だった。
　リューディスハイムは，その周辺には古城や宿
泊地が点在し，複数日滞在型の「ライン観光」が
䐬1᪥
䐭4᪥㛫䚸๓䛛䜙⯆࿡䛜䛒䛳䛶䛔䛴䜒䛛᮶䛯䛔䛸
ᛮ䛳䛶䛔䛯䚸௒ᅇ䛿䜸䝨䝷䜢ぢ䛻᮶䛯䚹
䐮2᪥㛫䚸ఇᬤ
䐯1᪥䚸ᜥᏊ䛾䝞䜲䜸䝸䞁Ⓨ⾲఍
䐰1᪥䚸ほග
䐱ᅾఫ
䐲4᪥㛫䚸ほග
䐟䜶䝹䝥䝣䜱䝹䝝䞊䝰䝙䞊㏆㎶ 䐩↓ᅇ⟅
䐠䜶䝹䝥䝣䜱䝹䝝䞊䝰䝙䞊㏆㎶ 䐪↓ᅇ⟅
䐡╔䛔䛯䜀䛛䜚 䐫↓ᅇ⟅
䐢䜶䝹䝥䝣䜱䝹䝝䞊䝰䝙䞊㏆㎶ 䐬↓ᅇ⟅
䐣䜶䝹䝥䝣䜱䝹䝝䞊䝰䝙䞊㏆㎶ 䐭↓ᅇ⟅
䐤╔䛔䛯䜀䛛䜚 䐮⾜䛳䛶䛔䛺䛔
䐥↓ᅇ⟅ 䐯⾜䛳䛶䛔䛺䛔
䐦↓ᅇ⟅ 䐰⾜䛳䛶䛔䛺䛔
䐧↓ᅇ⟅ 䐱䝹䝡䝑䜽
䐨↓ᅇ⟅ 䐲䝭䝳䞁䝦䞁
C「ハンブルク（エルプフィルハーモニー付近）に訪
れる前に行った場所」
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Ｄ「ハンブルクのイメージ」
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広域的に整備されている。また，当地は美味しい
ワインと美しい景観があり，当観光地の拠点でも
ある。実際にインタビュー調査では「ワインと景
観」を目的に訪れている人が多かった。また，当
地は子供達が少なく高齢者が多かった。大人の時
間が「ゆったり」流れているようにさえ感じられ
た。一方，ハンブルクは「日帰り」と回答した人
が多かった。多くの人の目的は「エルプフィルハー
モニー」であった。調査地点や時間帯の問題もあっ
ただろうが，都市型観光としての特徴「街並みや
施設見学」がここで確認できた。
　このようにしてみると，どちらの場所も「美し
いまち」と答えた人が多かったが滞在日数，年齢
層，旅の目的等，両地域の「違い」も見えてきた。
いずれにしても，調査対象・時間等の均一化，調
査地の歴史や現状認識等，課題が残ったが今後の
研究に生かしていきたいと考える。
（佐藤勇気）
４．おわりに
　私達は11日間の海外実習を通して実際に現地に
足を運ぶことで見えたものが多くあった。
　達成目標に沿って総括していくならば，「①多
様な産業の成り立ちや特徴を理解できるようにな
る。」について，ケルンの自動車産業の衰退と移
民問題，情報産業の勃興等，産業構造の変化が起
きている事，ヴォルフスブルクのフォルクスワー
ゲンの企業城下町における展示場（情報発信）の
運営等，ドイツの変化を感じとることが出来た。
「②都市構造（または再開発）と歴史を通じて，
外国の街の構造をみる視点が学べる」について，
プラハは街並みや文化の歴史を保ちながらも，現
代の都市機能も集約・付加していく国際都市と考
えることが出来ることや，ケルンの古代の遺構と，
大聖堂，それに第２次世界大戦による壊滅と経済
復興による，重層的な時間が垣間見られる都市構
造，デュッセルドルフの旧市街地区と日本人街の
棲み分け，ハンブルクの「ハーフェンシティ」の
再開発事業等が確認できた。
　「③６次産業の先進地域のレベル」については，
リューディスハイムのワイン産業と観光業との６
次産業の実態がわかった。特にブドウ畑と「つぐ
み横丁」のレストラン街，それに土産物店とホテ
ルの集積，古城の博物館としての活用など，６次
産業を中心とした産業クラスターの形成が推測で
きる。しかし，これについては支援機関の支援体
制や役割を確認する必要があり，今後の研究課題
としたい。
　その他，ケルン大学のグローバル化の推進と戦
略は日本の大学のそれに参考になることが多かっ
たようにも思う。
　最後に感想であるが，11日間で２カ国を視察し
たが見るもの全てが新鮮であった。ドイツでは多
種多様な人種が共存していることが容易に見て取
れた。
　しかし，ケルンで出会った小室氏や町田氏を見
ていて，短期の視察に終わらせず可能な限り現地
に住んで，その土地を知りその土地の人と触れ合
うことで，深く地域を理解することが出来るので
はないと思った。私達の学びはここから始まると
思った。
（大土悠起）
　以上，「2017年度　海外地域調査実習報告」の
成果報告としてここに学生の記録をとどめてお
く。Köln大学のE.Boris 教授，B.Amelie准教授，
ポスドクF.Sevastian，Abe助教等関係者をはじ
め，Köln市エネクスレインの建築家小室大輔様，
同市在住の町田綾子様等，多くの皆様に感謝する。
（柳井雅也）
